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古都保存行政に関する構造改革特区の検討要請について 
 

資料 ７



古都保存行政に関する構造改革特区の検討要請について（報告） 
 
１．経  緯 
①平成 16 年 10 月 18 日～11 月 17 日「構造改革特区（第６次提案）」構想（プロジェクト）を募集（構

造改革特別区域推進本部） 

②平成 16 年 11 月 30 日、下記の構想（プロジェクト）について、内閣官房構造改革特区推進室から

国土交通省に対し検討要請 

③平成 16 年 12 月～平成 17 年１月 同構想の提案内容について国土交通省内で検討、内閣官房構造

改革特区推進室へ回答 

 

２．提案された構想（プロジェクト）の概要 
①構想の名称 「世界遺産都市の観光とまちづくり・・・古都特区」構想 
②提案主体名  名越切通一体地域／巡礼古道保存と周辺山林保全復元署名の会 

③構想の範囲  神奈川県鎌倉市・神奈川県逗子市の全域 

④構想の内容（概要） 
近年、歴史的風土や文化財を破壊する開発・建築行為が急速に進行している。また、世界遺産

登録のための法例による保存策も容易に実現していない。世界遺産都市の観光基本設計を前にし

て、早急な古都資産保存のための特例措置が必要である。 
 

３．古都保存行政に関する特区提案事項（＊以下の記載内容は、提案の趣旨を国が整理したもの） 

  ①現在歴史的風土保存区域に指定されている名越の切通し付近（「大町材木座地区」）に隣接する斜面

緑地について、開発等から保全する必要があるため、古都保存法の特例として、例えば、通常の古

都法の手続きによらず逗子市の都市計画決定により歴史的風土特別保存地区に指定できるように

する等、歴史的風土特別保存地区（及びその前提となる歴史的風土保存区域）の決定に関する要件

の緩和と指定期間の短縮を行うこと。 

 

  ②逗子市の古都保存法の対象とならない歴史的風土（国史跡：長柄桜山古墳及び古代～中世の遺跡で

ある神武寺、岩殿寺等）について、特例として古都保存法の対象とすること。 

  

  ③歴史的風土保存区域について、特例として斜面緑地での建築規制を設けること。 

 

４．対応内容 

①逗子市の古都指定は、かつて鎌倉幕府がおかれ、わが国の政治、文化の中心として歴史上重要な地

位を有する古都鎌倉の枢要な歴史的風土である「名越切通し」を保存する上で、鎌倉市域の土地と

一体的に保存すべき区域が逗子市域にも存することから、平成８年から平成１０年にかけて開催さ

れた歴史的風土審議会での審議を踏まえ、逗子市についても古都保存法の対象都市に追加し、「名

越切通し」の保存に必要な土地の区域について歴史的風土保存区域の指定等を行ったもの。 
 
②古都保存法の対象とならない地域レベルの歴史的風土や緑地の保存については、都市緑地法、景観

法、都市計画法等の適切な運用により、適切な保存措置が可能。他の古都指定都市である京都市、

鎌倉市等においても、必要に応じ、これらの古都保存法以外の法制度等の活用により、地域レベル

の歴史的風土や緑地の保存を図っているところ。 



 構 造 改 革 特 区 制 度 の 概 要 

＊パンフレット「あなたにもできる構造改革－改革特区のつくり方－」より抜粋

２
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保全復元署名の会要望書による埋蔵文化財の概要 
名称 岩殿寺城郭遺構 
種別 城砦 
時代 中世 古代末～中世 
立地 南西にのびる尾根一帯 
分布 岩殿寺一帯に切岸、平場、土塁等が認められる 
法規制 市街化区域、主に第一種低層住居専用地域（ただし、一部は第一種住居地域） 
現況 岩殿寺と山林からなる。市街化区域にあり遺構の周囲はすでに宅地化が進んでい

る。遺構の南部は古くからの集落地と思われるが、建て替えや山裾の開発により規

模の大きなのり面が発生している箇所もみられる。 
（現況写真） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩殿寺から南向きの展望 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩殿寺周辺の樹林地（岩殿寺の南から北方向を撮影） 

５ 
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名称 長柄桜山古墳群 第 1 号墳 および 第 2 号墳 
種別 古墳 
時代 古墳時代 
立地 （第１号墳・第 2 号墳）丘陵尾根上 
墳丘規模 （第１号墳）全長 90m、後円部径（推定）51ｍ、前方部長 39ｍ、等 

（第 2 号墳）全長 88m、後円部径 54ｍ、前方部長 34ｍ、等 
法規制 （第１号墳・第 2 号墳）市街化調整区域、近郊緑地保全区域、国指定史跡 
現況 山林。丘陵尾根線上を通るハイキングコースが整備されており、第 1 号墳の後円部

北西裾にはベンチ等が設置されおり、第 2 号墳前端頂部付近には展望台が設置され

ている。 
周辺状況は、第 1 号墳の東部には葉山桜山団地が整備されており、第 2 号墳の西部

は山裾に蘆花記念公園が整備されており、野外活動センター、郷土資料館が立地し

ている。 
（現況写真） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 1 号墳                   第 2 号墳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 号墳展望台から富士山の眺め        蘆花記念公園から 2 号墳の山林 

６ 
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名称 ①神武寺城郭遺構 および ②神武寺みろくやぐら群 
種別 ①城跡、②やぐら群 
時代 ①、②中世 
立地 ①丘陵、②南向きの谷頭 
分布 ①平場、切岸を検出 

②13 穴。最大のやぐらを“みろくやぐら”と称し、中原光氏銘のみろく石

仏がある 
法規制 ①主に市街化調整区域（ただし、山裾の一部は市街化区域）、また山裾に神

武寺自然環境保全地域あり。範囲内に市指定史跡を含む。 
②市街化調整区域、みろくやぐらは市指定史跡 

現況 ①神武寺、山林からなる。周辺状況は、南から西の山裾には市街地が広が

る一方、北から東には市街化調整区域の山林が広がる。区域内にはハイキ

ングコースが整備されており、神武寺（＝かながわの景勝 50 選）、神武寺

の晩鐘（＝三浦半島八景）、神武寺の森（＝かながわの美林 50 選）など見

所も多い。 
②神武寺墓地（江戸時代にやぐらを改造して墓地としている） 

（現況写真） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神武寺 
 
 
 
 
 
 
 
 

山裾の樹林地（神武寺自然環境保全地域） 

７ 
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保全復元署名の会要望書による埋蔵文化財の概要 
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名称 長柄桜山古墳群 第 1 号墳 および 第 2 号墳 
種別 古墳 
時代 古墳時代 
立地 （第１号墳・第 2 号墳）丘陵尾根上 
墳丘規模 （第１号墳）全長 90m、後円部径（推定）51ｍ、前方部長 39ｍ、等 

（第 2 号墳）全長 88m、後円部径 54ｍ、前方部長 34ｍ、等 
法規制 （第１号墳・第 2 号墳）市街化調整区域、近郊緑地保全区域、国指定史跡 
現況 山林。丘陵尾根線上を通るハイキングコースが整備されており、第 1 号墳の後円部

北西裾にはベンチ等が設置されおり、第 2 号墳前端頂部付近には展望台が設置され

ている。 
周辺状況は、第 1 号墳の東部には葉山桜山団地が整備されており、第 2 号墳の西部

は山裾に蘆花記念公園が整備されており、野外活動センター、郷土資料館が立地し

ている。 
（現況写真） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 1 号墳                   第 2 号墳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 号墳展望台から富士山の眺め        蘆花記念公園から 2 号墳の山林 
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名称 ①神武寺城郭遺構 および ②神武寺みろくやぐら群 
種別 ①城跡、②やぐら群 
時代 ①、②中世 
立地 ①丘陵、②南向きの谷頭 
分布 ①平場、切岸を検出 

②13 穴。最大のやぐらを“みろくやぐら”と称し、中原光氏銘のみろく石

仏がある 
法規制 ①主に市街化調整区域（ただし、山裾の一部は市街化区域）、また山裾に神

武寺自然環境保全地域あり。範囲内に市指定史跡を含む。 
②市街化調整区域、みろくやぐらは市指定史跡 

現況 ①神武寺、山林からなる。周辺状況は、南から西の山裾には市街地が広が

る一方、北から東には市街化調整区域の山林が広がる。区域内にはハイキ

ングコースが整備されており、神武寺（＝かながわの景勝 50 選）、神武寺

の晩鐘（＝三浦半島八景）、神武寺の森（＝かながわの美林 50 選）など見

所も多い。 
②神武寺墓地（江戸時代にやぐらを改造して墓地としている） 

（現況写真） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神武寺 
 
 
 
 
 
 
 
 

山裾の樹林地（神武寺自然環境保全地域） 



 

逗子市区域における歴史的風土の保存について（経緯） 
 

 

年 月 日 事           項 

〔第 1 回〕 

平成 8年 12 月 17 日 

     ～ 

〔第 9 回〕 

平成 10 年 3 月 19 日 

○【歴史的風土審議会古都保存検討小委員会】 

・ 古都保存行政全般についての課題の整理、今後あり方の検討の中

で、鎌倉市歴史的風土保存区域の拡大について検討 

・ 〔第６回〕平成 9 年 12 月 2 日 鎌倉市を現地調査 

 平成 10 年 3 月 19 日 ○「今後の古都における歴史的風土の保存のあり方について」 

（歴史的風土審議会・意見具申）

 

 

 

 

 

 

 

平成 12 年 1 月 19 日 
○逗子市を古都に指定 

「古都における歴史的風土の保存に関する特別措置法第２条第１項の

市町村を定める政令」公布 

平成 12 年 3 月 17 日 
○「鎌倉市歴史的風土保存区域」の変更（拡大）指定 

・ 鎌倉市歴史的風土保存区域について全般的な見直しを行い、地形、

植生状態や眺望等景観上の一体性の観点から保存区域の拡大を行

うとともに、市内の歴史的風土保存区域の境域を精査し、既存区

域と一体となる区域について拡大を行った。 

・ この再検討において、行政区域をまたがる逗子市にまで保存区域

の拡大を行った。 

・ 保存区域の拡大が行われた「朝比奈地区」等の５地区、約３３ｈ

ａのうち、逗子市域は、「大町材木座地区」の名越切通し付近及び

大切岸を含む約６．８ｈａについて保存区域の拡大を行った。 

平成 12 年 8 月 9 日 
○「鎌倉市及び逗子市歴史的風土保存計画」告示 

（鎌倉市歴史的風土保存計画の変更） 

（逗子市関連） 

「(3)大町材木座地区」の歴史的風土保存の主体に、既存の名越切

通し等のほか、「大切岸」を追加 

 

４．当面取り組むべき課題（抜粋） 

（１）歴史的風土保存区域の拡大について 

現行の鎌倉市歴史的風土保存計画において歴史的風土保存の主体とされている名越

切通し及び朝比奈切通しについては、鎌倉市域外の部分についても、鎌倉市歴史的風

土保存区域と一体の区域として保存すべきものである。 

    このため、名越切通しの鎌倉市域外の部分については、歴史的風土のより一層適切

な保存を図るため、保存区域に指定する必要がある。 








